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【緒言】 

剣道の競技特性として、前方に位置している

右足よりも、後方に位置していることが多い左足

には、攻撃の瞬間に素早く床を蹴るため強い筋

収縮が生じ、踵骨に付着しているアキレス腱も急

激に伸張される。剣道の稽古中にはこのような動

作が繰り返されるため、アキレス腱に非常に大き

なストレスが加わる。このような競技特性が原因と

なり、剣道においてはアキレス腱痛およびアキレ

ス腱断裂など、アキレス腱に関わる傷害が非常に

多い。しかしながら、その傷害発生に対する予防

対策については、いまだ十分な知見は得られて

いない。そこで本研究は、一般的な大学剣道部

における剣道の稽古が左足アキレス腱に与える

影響について調査・検討し、アキレス腱に関わる

傷害発症の問題について研究した。 

 

【方法】 

対象は全日本大会上位レベルの体育会剣道

部に所属する剣道部員２２名（年齢 ２０．２±０．

９歳）とした。そのうちアキレス腱断裂またはアキレ

ス腱 炎 ・アキレス腱 周 囲 炎 の既 往 のある者 ６名

（年齢 ２０．７±０．５歳）を傷害群、それらの傷害

の既往がない１６名（年齢 ２０．１±０．９歳）を非

傷害群とした。対象者の競技歴・既往歴・現病歴

を調査するための質問紙調査、左足部形態およ

びアライメント（Leg-Heel-Alignment、Q-angle）、

左足関節可動域（底屈、背屈）を測定し、アキレ

ス腱（部位①：外果の最も盛り上がっている部位

の水平線上のアキレス腱中央部、部位②：筋－

腱移行部）および腓腹筋上（部位③：外果と腓骨

頭を結ぶ線の７５％近位の腓腹筋内側頭中央部、

部位④：同位置の腓腹筋外側頭中央部）の４部

位の筋硬度を稽古前・稽古後で測定した。得ら

れた値を統計学的に t 検定を用い比較・検討し

た。有意水準は５％未満とした。 

 

【結果】 

質問紙調査より、傷害群（１３．２±３．５年）は

非傷害群（１１．２±２．９年）より剣道競技歴が長

いことが明らかになった。足部形態およびアライメ

ント、関節可動域はいずれも有意な差は認められ

なかった。筋硬度比較に関して、４部位は稽古前

後ともに背屈によって有意に筋硬度が高まること

が明らかになった（ｐ＜０．０１）。足関節０°条件

で、アキレス腱部に稽古後の有意な上昇が認め

られた（稽古前 vs. 稽古後； ①６０．６±７．７ vs. 

７４．３±８．８、②６４．１±６．３ vs. ７２．０±６．０、

ｐ＜０，０１）。アキレス腱部の足関節０°と背屈時

の差で表される筋硬度変化量は稽古後に有意な

上昇が認められた（稽古前 vs. 稽古後；①２７．

８±１１．３ vs. １７．０±９．１ ②２２．４±１０．２ 

vs. １２．０±７．０、ｐ＜０．０１）。稽古前の足関節

０°条件で傷害群の筋硬度が非傷害群より有意

に高いことが明らかになった（②７１．０±５．９ vs. 

６１．５±４．３、ｐ＜０．０１）。 

 

【考察・まとめ】 

 打突をする際に繰り返し踏み切る動作を行う

剣道競技では足関節背屈位が強制されるが、本

研究で足関節背屈時のアキレス腱硬度が有意に

上昇したことから、打突時には同部位に大きなス



トレスが加わることが明らかとなった。また、アキレ

ス腱痛および腱断裂を既往として持つ者は、稽

古前のアキレス腱硬度が非傷害群よりも高く、ま

た、トレーニングを通して同部位に伸張性のストレ

スが大きく加わるため、アキレス腱痛および腱断

裂を再発するリスクが高いと推察される。その改

善策として、稽古前のアキレス腱硬度を改善する

ようなウォーミングアップが有効な手段であると考

えられる。競技者自身は競技におけるアキレス腱

の役割の重要性は理解しているものの、アキレス

腱痛および腱断裂に対する十分な予防策は浸

透していない。今後、アキレス腱痛および腱断裂

を受傷する剣道競技者を減少させるために、指

導者および競技者のアキレス腱に関わる傷害と

再発リスクに対する認識を深め、その予防策を広

く啓蒙していくことが必要である。

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 


